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本プログラムに選抜された優秀な学生が、我が国のみならず世界の獣医科学の発展に寄与することのできる人材、高
度な専門性をもって動物とヒトの健康維持および生態系の保全に貢献できる獣医科学グローバルリーダーとして活躍
する人材となるために、経済的な負担と不安を軽減し、大学院学生が学業に専念できるよう奨励金を支給するもので
す。この理念を肝に銘じ、奨励金受給者として相応しい態度で学業に専念しなければなりません。
月額 150,000円（平成24年度実績）

奨励金制度

研究業務の体験は、大学院学生が研究分野あるいは高度専門教育で指導的な役割を果たす人材となるための貴重な
経験となります。本リサーチアシスタント (RA) 制度は、本プログラムに選抜された優秀な大学院学生を公募によりリ
サーチアシスタント (Research assistant, RA) として採用し、教育研究の推進を図るとともに、大学院学生の研究遂
行能力の育成を図ることを目的としています。
時給 1,350円、最大60時間／月（平成24年度実績）

リサーチアシスタント （Research assistant, RA）制度

実習や授業などの教育業務の体験は、大学院学生が高度専門教育で指導的な役割を果たす人材となるための貴重な
経験となります。本ティーチングアシスタント (TA) 制度は、本プログラムに選抜された優秀な大学院学生をTAとして
採用し、教育研究の推進を図るとともに、大学院学生の教育実施能力の育成を図ることを目的としています。
時給 1,350円、最大90時間／月（平成24年度実績）

ティーチングアシスタント（Teaching assistant, TA）制度

国際舞台の経験を通じてグローバルリーダーとしての素養を身につけるため、大学院学生の海外活動（国際学会での
成果発表、海外のフィールドでの疫学活動、海外機関との共同研究等）に対して、旅費等を支援する制度です。人獣共
通感染症対策専門家あるいはケミカルハザード対策専門家として認定されるためには、海外実践疫学演習/海外共同
研究演習の単位を修得する必要があります。
これまでの派遣国：ロシア、タイ、ガーナ、ザンビア、南アフリカ、エジプト、ニュージーランド（平成24年度実績）

海外派遣支援制度

大学院学生が将来のキャリアパスを見通せるよう、海外あるいは国内の機関に派遣して、就労体験を積むためのイン
ターンシップを実施します。これに係る旅費等の経費を支援する制度です。人獣共通感染症対策専門家あるいはケミ
カルハザード対策専門家として認定されるためには、原則として海外インターンシップの単位を修得する必要があり
ます。また、それ以外の学生もインターンシップ（国内外を問わない）は必修単位となります。

インターンシップ支援制度

国際性の涵養、主体性の醸成、およびプロフェッショナルとしての自覚を促すための各種プログラムを提供し、
学生同士がより高いレベルで切磋琢磨できる修学環境の構築を支援します。

通常入試以外に自学部外（日本人）
特別選抜を実施しております。詳しく
はホームページをご覧ください。

その他の学生支援

入学案内
リーディングプログラム大学院学生科学研究費は、大学院学生の自由、独創的、あるいは野心的な発想に基づく研究
計画に対して研究費を支給して、その実現の支援を目的とするものです。大学院学生自身が、研究計画調書の作成、計
画に則った研究の実施、および報告書の作成の一連の流れを経験することは、将来、競争的研究資金を獲得するため
の研究計画立案および研究計画調書作成の格好のトレーニングとなります。
50～30万円／件、19件採択（平成24年度実績）

大学院学生科学研究費制度

学 生 支 援
本プログラムによる

博士課程学生への支援を
紹介します。

北海道大学
博士課程教育リーディングプログラム

One Healthに貢献する
獣医科学グローバルリーダー

育成プログラム

http://www.vetmed.hokudai.ac.jp/
onehealth/から大学院入試情報をクリック
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